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は
じ
め
に
　
〜
第
１
０
６
回
の
夏

２
０
２
４
年
は
、
地
方
大
会
が
始
ま
る
前
か
ら
猛
烈
な
暑
さ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
８
月
23
日
、
阪
神
甲
子

園
球
場
で
は
、
初
の
全
国
制
覇
を
か
け
て
京
都
国
際
と
関
東
第
一
が
戦
っ
た
。
９
回
を
終
え
て
両
チ
ー
ム
と

も
得
点
が
な
く
、
史
上
初
の
決
勝
戦
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
が
行
わ
れ
、
京
都
国
際
が
勝
利
。
初
優
勝
を
決
め
て
甲

子
園
球
場
に
韓
国
語
の
校
歌
が
流
れ
た
。
何
か
新
し
い
時
代
の
到
来
を
感
じ
さ
せ
る
夏
の
幕
切
れ
で
あ
っ
た
。

新
基
準
の
い
わ
ゆ
る
低
反
発
バ
ッ
ト
に
変
わ
っ
た
こ
の
年
の
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
（
以
下
、
甲
子
園

大
会
）
で
は
、
ロ
ー
ス
コ
ア
の
試
合
が
多
か
っ
た
。
特
に
準
決
勝
と
決
勝
戦
は
、
１
点
を
巡
る
ヒ
リ
ヒ
リ
す

る
よ
う
な
攻
防
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
筆
者
が
子
供
の
こ
ろ
み
て
い
た
、
甲
子
園
大
会
を
思
い
出
さ

せ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

筆
者
が
初
め
て
甲
子
園
球
場
で
高
校
野
球
を
み
た
の
は
、
１
９
７
１
年
８
月
15
日
、
第
53
回
大
会
の
甲
子

園
大
会
の
準
決
勝
、
桐
蔭
学
園
・
岡
山
東
商
（
県
立
）、
磐
城
（
県
立
）・
郡
山
（
県
立
）
の
試
合
だ
っ
た
。
準

決
勝
、
日
曜
日
、
お
盆
と
い
っ
た
要
素
が
重
な
っ
た
こ
の
日
は
、
内
野
席
は
早
々
に
札
止
め
。
規
制
が
緩
か

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
無
料
開
放
さ
れ
て
い
た
外
野
席
は
通
路
ま
で
観
客
で
埋
ま
り
、
ス
タ
ン
ド
は
膨
れ
上
が
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っ
て
い
た
。
当
時
筆
者
は
小
学
生
だ
っ
た
が
、
見
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
大
観
衆
の
熱
気
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

繰
り
広
げ
ら
れ
る
熱
い
戦
い
、
そ
れ
に
今
日
に
比
べ
れ
ば
多
少
武
骨
か
も
し
れ
な
い
が
、
華
や
か
な
応
援
合

戦
。
こ
こ
か
ら
高
校
野
球
の
魅
力
に
取
り
つ
か
れ
、
以
来
高
校
野
球
を
み
続
け
、
現
在
は
東
京
を
中
心
と
し

て
高
校
野
球
の
取
材
を
し
て
い
る
。

第
53
回
大
会
は
桐
蔭
学
園
が
優
勝
。
そ
の
前
年
の
東
海
大
相
模
に
続
き
、
神
奈
川
の
当
時
と
し
て
は
新
興

戦
力
が
全
国
制
覇
を
果
た
し
た
。
け
れ
ど
も
翌
年
の
第
54
回
大
会
は
、
優
勝
は
津
久
見
（
県
立
）、
準
優
勝
は

柳
井
（
県
立
）、
第
55
回
大
会
は
、
優
勝
は
広
島
商
（
県
立
）、
準
優
勝
は
静
岡
（
県
立
）、
第
56
回
大
会
は
、
優

勝
は
銚
子
商
（
県
立
）、
準
優
勝
は
防
府
商
（
県
立
）、
第
57
回
大
会
は
、
優
勝
は
習
志
野
（
市
立
）、
準
優
勝

は
新
居
浜
商
（
県
立
）
と
、
公
立
校
が
優
勝
、
準
優
勝
を
占
め
た
。
も
ち
ろ
ん
当
時
も
Ｐ
Ｌ
学
園
を
は
じ
め
、

中
京
（
現
中
京
大
中
京
）、
東
邦
、
平
安
（
現
龍
谷
大
平
安
）、
天
理
、
報
徳
学
園
、
広
陵
な
ど
、
私
立
の
強
豪

校
は
多
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
公
立
校
が
互
角
以
上
の
結
果
を
残
し
て
い
た
。
し
か
し
２
０
０
０
年
以
降
、

公
立
校
で
優
勝
し
た
の
は
、
07
年
夏
、
第
89
回
大
会
の
佐
賀
北
（
県
立
）
の
み
。
準
優
勝
も
18
年
夏
の
第
１

０
０
回
大
会
の
金
足
農
（
県
立
）
だ
け
で
、
公
立
校
は
な
か
な
か
勝
て
な
く
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
変
化
は
な
ぜ
起
き
た
か
。
そ
し
て
私
立
優
勢
の
時
代
は
、
い
つ
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
形
で
始
ま

っ
た
の
か
。
25
年
で
１
０
７
回
の
歴
史
を
数
え
る
夏
の
甲
子
園
大
会
を
２
つ
の
時
代
に
分
け
る
と
す
れ
ば
、

木
製
バ
ッ
ト
の
時
代
だ
っ
た
73
年
の
第
55
回
大
会
ま
で
と
、
金
属
バ
ッ
ト
の
使
用
が
認
め
ら
れ
た
74
年
の
第

4



56
回
大
会
以
降
に
な
る
。
大
き
な
変
化
の
波
も
、
金
属
バ
ッ
ト
の
使
用
が
認
め
ら
れ
た
74
年
以
降
に
訪
れ
る
。

金
属
バ
ッ
ト
導
入
か
ら
約
50
年
。
勢
力
図
の
変
化
を
軸
に
、
半
世
紀
の
歴
史
を
辿
っ
て
い
く
。
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１
９
７
４
年
の
改
革

前
年
に
始
ま
る
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
、
高
度
経
済
成
長
に
終
わ
り
を
告
げ
よ
う
と
し
て
い
た
１
９
７

４
年
、
高
度
経
済
成
長
と
歩
み
を
と
も
に
し
て
連
続
優
勝
を
重
ね
て
い
た
巨
人
は
、
中
日
に
セ
・
リ
ー
グ
王

者
の
座
を
譲
り
、
連
続
優
勝
は
９
で
止
ま
っ
た
。
同
時
に
戦
後
の
プ
ロ
野
球
最
高
の
ス
タ
ー
で
あ
っ
た
長
嶋

茂
雄
が
、「
我
が
巨
人
軍
は
永
久
に
不
滅
で
す
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
、
現
役
を
引
退
し
た
。
プ
ロ
野
球
の
一

時
代
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
の
年
、
高
校
野
球
で
も
、
２
つ
の
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
。

一
つ
目
は
金
属
バ
ッ
ト
の
使
用
を
認
め
た
こ
と
だ
。
き
っ
か
け
は
、
73
年
６
月
、
ハ
ワ
イ
選
抜
チ
ー
ム
が

来
日
。
日
本
各
地
を
転
戦
し
、
そ
の
年
の
セ
ン
バ
ツ
ベ
ス
ト
８
の
日
大
一
な
ど
と
９
試
合
を
行
っ
た
こ
と
だ

っ
た
。
そ
の
際
、
ア
ル
ミ
製
の
金
属
製
バ
ッ
ト
の
使
用
を
打
診
し
て
き
た
。
70
年
代
に
入
り
、
ア
メ
リ
カ
で

は
高
校
・
大
学
で
金
属
バ
ッ
ト
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
日
本
側
も
研
究
の
意
味
も
あ
り
使
用
を

認
め
た
こ
と
が
、
日
本
の
高
校
野
球
と
金
属
バ
ッ
ト
の
出
合
い
で
あ
る
。

そ
こ
か
ら
金
属
バ
ッ
ト
の
導
入
を
巡
る
議
論
が
始
ま
っ
た
。
時
期
尚
早
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
が
、
木
製

バ
ッ
ト
は
折
れ
や
す
い
う
え
に
、
原
材
料
不
足
か
ら
値
上
げ
が
予
想
さ
れ
、
部
活
動
と
し
て
の
経
費
が
か
さ

む
。
当
時
絶
対
的
な
権
力
を
持
っ
て
い
た
日
本
高
校
野
球
連
盟
の
佐
伯
達
夫
会
長
が
導
入
に
前
向
き
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
74
年
３
月
に
金
属
バ
ッ
ト
の
導
入
が
決
ま
っ
た
。
１
年
目
は
ア
メ
リ
カ
製
２
社
の
バ
ッ
ト
の

み
が
認
め
ら
れ
た
。
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も
う
一
つ
の
大
き
な
変
化
は
、
夏
の
甲
子
園
大
会
の
出
場
校
数
の
増
加
で
あ
る
。
夏
の
甲
子
園
大
会
の
出

場
校
数
は
、
60
年
の
第
42
回
大
会
か
ら
72
年
の
第
54
回
大
会
ま
で
30
校
で
あ
っ
た
。
第
40
回
、
45
回
、
50
回
、

55
回
の
記
念
大
会
だ
け
は
、
一
都
府
県
一
代
表
が
認
め
ら
れ
、
北
海
道
は
59
年
の
第
41
回
大
会
か
ら
南
北
二

代
表
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
以
外
の
大
会
で
は
、
単
独
で
出
場
で
き
た
都
府
県
は
、
東
京
、
神

奈
川
、
長
野
、
静
岡
、
愛
知
、
大
阪
、
兵
庫
、
広
島
、
福
岡
、
鹿
児
島
だ
け
で
、
ほ
か
は
近
隣
の
府
県
と
、

代
表
決
定
戦
を
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
松
山
商
（
県
立
）
な
ど
が
い
る
愛
媛
と
高
松
商
（
県
立
）、

坂
出
商
（
県
立
）
な
ど
が
い
る
香
川
が
戦
う
北
四
国
大
会
は
、
野
球
が
盛
ん
な
土
地
柄
だ
け
に
、
し
烈
な
戦

い
に
な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
全
国
レ
ベ
ル
の
強
豪
で
あ
っ
た
平
安
（
現
龍
谷
大
平
安
）
な
ど
が
い
る
京
都
と

京
滋
大
会
を
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
滋
賀
の
よ
う
に
、
夏
の
甲
子
園
大
会
に
は
ほ
と
ん
ど
出
場
で
き

な
か
っ
た
県
も
あ
っ
た
。
そ
れ
が
78
年
の
第
60
回
大
会
か
ら
は
一
府
県
一
代
表
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
74
年
の
第
56
回
大
会
か
ら
、
出
場
校
数
を
少
し
ず
つ
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
ず
第
56
回
大
会
は

34
校
に
な
っ
た
。
東
京
は
東
西
二
代
表
に
な
っ
た
ほ
か
、
岩
手
、
福
島
、
茨
城
、
千
葉
、
新
潟
、
京
都
は
単

独
出
場
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
地
区
大
会
の
一
部
組
み
換
え
も
行
わ
れ
た
。

71
年
か
ら
74
年
ま
で
は
年
間
出
生
数
が
２
０
０
万
人
を
超
え
る
、
い
わ
ゆ
る
第
２
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
時

代
を
迎
え
る
。
終
戦
直
後
の
第
１
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
、
い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
の
子
供
た
ち
が
学
齢
期
を
迎

え
る
80
年
代
か
ら
90
年
代
の
初
め
に
か
け
て
は
、
学
校
経
営
に
と
っ
て
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム
で
あ
る
。
甲
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子
園
大
会
の
出
場
校
数
が
拡
大
し
た
時
期
と
、
第
２
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
時
期
が
重
な
っ
た
こ
と
は
、
高
校

野
球
の
勢
力
図
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

銚
子
商
の
篠
塚
利
夫
と
東
海
大
相
模
の
原
辰
徳

74
年
夏
の
第
56
回
の
甲
子
園
大
会
は
、
34
校
が
出
場
し
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
大
会
は
初
出
場
校
が
13
校
と

い
う
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
大
会
に
な
っ
た
。
イ
チ
ロ
ー
の
母
校
と
し
て
知
ら
れ
る
愛
工
大
名
電
も
、
こ
の
大
会
、

名
古
屋
電
工
と
し
て
初
出
場
を
果
た
し
て
い
る
。

74
年
の
選
抜
高
校
野
球
大
会
（
以
下
、
セ
ン
バ
ツ
）
で
は
金
属
バ
ッ
ト
の
使
用
は
認
め
ら
れ
ず
、
セ
ン
バ
ツ

後
の
春
季
大
会
か
ら
使
用
が
可
能
に
な
っ
た
。
た
だ
ほ
と
ん
ど
の
学
校
が
使
用
し
始
め
た
の
は
６
月
ご
ろ
か

ら
で
、
高
校
野
球
フ
ァ
ン
の
前
に
金
属
バ
ッ
ト
が
現
れ
た
の
は
、
夏
の
地
方
大
会
か
ら
で
あ
っ
た
。

ま
だ
木
製
バ
ッ
ト
の
感
触
に
慣
れ
て
い
る
選
手
が
多
か
っ
た
。
そ
の
う
え
、
次
第
に
美
津
濃
（
ミ
ズ
ノ
）
な

ど
国
内
メ
ー
カ
ー
の
バ
ッ
ト
の
使
用
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
１
年
目
は
実
績
の
あ
る
ア
メ
リ
カ
製

バ
ッ
ト
だ
け
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
製
の
バ
ッ
ト
は
日
本
の
高
校
生
に
は
重
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、
木
製
バ
ッ

ト
を
使
う
選
手
も
か
な
り
い
た
。
74
年
の
夏
の
甲
子
園
大
会
で
金
属
バ
ッ
ト
を
使
用
し
た
選
手
は
全
体
の
５

分
の
３
程
度
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
会
の
本
塁
打
は
11
本
。
そ
の
う
ち
８
本
が
金
属
バ
ッ
ト
を
使
用
し
た
打
者

が
打
っ
た
。
金
属
バ
ッ
ト
の
効
果
が
大
き
か
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
。
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木
製
バ
ッ
ト
で
打
っ
た
３
本
の
本
塁
打
の
う
ち
２
本
は
銚
子
商
（
県
立
）
の
篠
塚
利
夫
（
現
在
は
和
典
）
が

打
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
夏
の
銚
子
商
は
、
前
評
判
通
り
の
強
さ
を
発
揮
し
て
初
優
勝
を
果
た
し
た
。
斉

藤
一
之
監
督
率
い
る
銚
子
商
は
、
前
年
の
夏
の
甲
子
園
大
会
で
「
怪
物
」
と
呼
ば
れ
た
作
新
学
院
の
江
川
卓

に
投
げ
勝
っ
た
土
屋
正
勝
に
加
え
、「
黒
潮
打
線
」
と
呼
ば
れ
た
強
力
打
線
を
有
し
て
い
た
。
篠
塚
は
２
年
生

な
が
ら
、
４
番
・
三
塁
手
と
し
て
黒
潮
打
線
の
中
核
を
担
っ
た
。
た
だ
４
番
と
い
っ
て
も
豪
快
さ
で
な
く
、

「
玄
人
受
け
す
る
」
と
い
わ
れ
た
、
打
撃
の
柔
ら
か
さ
が
光
っ
て
い
た
。

ほ
と
ん
ど
の
チ
ー
ム
が
何
人
か
は
木
製
バ
ッ
ト
を
使
用
す
る
選
手
が
い
る
中
で
、
唯
一
全
選
手
が
金
属
バ

ッ
ト
を
使
用
し
て
い
た
の
が
、
原
貢
監
督
が
率
い
る
東
海
大
相
模
だ
っ
た
。
巨
人
の
選
手
、
監
督
と
し
て
活

躍
す
る
原
辰
徳
の
父
親
で
あ
る
原
貢
は
、
福
岡
県
大
牟
田
市
の
ノ
ン
プ
ロ
・
東
洋
高
圧
の
野
球
部
に
所
属
し

な
が
ら
、
野
球
部
長
に
頼
ま
れ
、
三
池
工
（
県
立
）
の
監
督
も
務
め
た
。
そ
し
て
65
年
の
夏
、
第
47
回
の
甲

子
園
大
会
で
、
斉
藤
一
之
監
督
率
い
る
銚
子
商
を
決
勝
戦
で
破
り
全
国
制
覇
を
果
た
す
。
不
況
の
炭
鉱
の
町

に
灯
り
を
と
も
し
た
優
勝
だ
っ
た
が
、
こ
の
時
、
原
辰
徳
は
小
学
１
年
生
で
あ
っ
た
。

そ
の
翌
年
の
12
月
、
東
海
大
の
総
長
で
あ
っ
た
松
前
重
義
か
ら
声
が
か
か
り
、
63
年
に
開
校
し
た
ば
か
り

の
東
海
大
相
模
の
監
督
に
就
任
し
た
。
原
貢
監
督
は
東
海
大
相
模
で
も
70
年
夏
、
第
52
回
の
甲
子
園
大
会
で

優
勝
し
て
い
る
。
こ
の
優
勝
は
、
高
校
野
球
で
監
督
の
重
要
さ
を
認
識
さ
せ
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
。
そ

し
て
こ
の
時
の
決
勝
戦
は
10
‐
６
と
い
う
、
木
製
バ
ッ
ト
時
代
で
は
異
例
の
ハ
イ
ス
コ
ア
の
試
合
で
あ
っ
た
。
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し
か
も
東
海
大
相
模
は
、
大
会
を
通
じ
て
ス
ク
イ
ズ
を
一
度
も
行
わ
な
い
攻
撃
的
な
野
球
を
貫
い
た
。

そ
う
い
う
攻
撃
的
チ
ー
ム
だ
け
に
金
属
バ
ッ
ト
の
導
入
が
決
ま
る
と
、
い
ち
早
く
取
り
入
れ
た
。
し
か
も

当
時
は
、
金
属
バ
ッ
ト
で
も
短
く
持
つ
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
東
海
大
相
模
の
選
手
は
、
グ
リ
ッ
プ
エ

ン
ド
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
、
長
く
持
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
攻
撃
的
な
チ
ー
ム
で
原
辰
徳
は
、
１
年
生
な
が
ら
５
番
、

三
塁
手
で
出
場
し
て
い
た
。
こ
の
大
会
で
原
辰
徳
は
、
17
打
数
７
安
打
、
三
塁
打
と
二
塁
打
が
各
１
本
と
い

う
成
績
を
残
し
た
。
本
格
的
に
注
目
を
集
め
る
の
は
２
年
生
に
な
っ
て
か
ら
だ
が
、
１
年
生
で
大
器
の
片
鱗

は
み
せ
て
お
り
、
金
属
バ
ッ
ト
時
代
の
到
来
と
と
も
に
出
現
し
た
打
者
の
ス
タ
ー
で
あ
っ
た
。

こ
の
年
投
手
で
は
、
銚
子
商
の
土
屋
の
ほ
か
、
前
年
の
セ
ン
バ
ツ
の
優
勝
投
手
で
あ
る
横
浜
の
永
川
英
植
、

土
浦
日
大
を
春
夏
と
も
に
甲
子
園
に
導
い
た
工
藤
一
彦
の
評
判
が
高
く
、「
関
東
三
羽
ガ
ラ
ス
」
な
ど
と
呼
ば

れ
て
い
た
。
東
海
大
相
模
は
、
神
奈
川
大
会
の
決
勝
戦
で
、
横
浜
の
永
川
を
打
ち
崩
し
、
甲
子
園
大
会
の
初

戦
（
２
回
戦
）
で
工
藤
投
手
擁
す
る
土
浦
日
大
に
９
回
二
死
か
ら
同
点
に
追
い
つ
き
、
延
長
16
回
の
熱
戦
の

末
、
勝
利
し
た
。
準
々
決
勝
で
は
、
２
回
戦
、
３
回
戦
を
完
封
で
勝
ち
上
が
っ
た
定
岡
正
二
投
手
擁
す
る
鹿

児
島
実
と
対
戦
。
延
長
15
回
の
球
史
に
残
る
名
勝
負
を
繰
り
広
げ
て
敗
れ
た
。

準
々
決
勝
の
第
４
試
合
で
あ
っ
た
こ
の
試
合
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
試
合
の
途
中
で
定
期
放
送
の
た
め
、
高
校
野

球
の
中
継
を
打
ち
切
っ
た
。
そ
の
た
め
、
抗
議
の
電
話
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
殺
到
。
翌
年
の
夏
の
甲
子
園
大
会
か
ら
、

総
合
テ
レ
ビ
と
教
育
テ
レ
ビ
（
Ｅ
テ
レ
）
を
リ
レ
ー
し
て
、
ほ
ぼ
完
全
中
継
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
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ま
た
原
辰
徳
を
破
っ
た
鹿
児
島
実
の
定
岡
は
、
そ
の
年
の
ド
ラ
フ
ト
会
議
で
巨
人
に
１
位
指
名
さ
れ
た
。

銚
子
商
の
篠
塚
は
、
翌
年
の
夏
の
千
葉
大
会
の
準
決
勝
で
、
そ
の
年
に
全
国
制
覇
を
す
る
こ
と
に
な
る
習
志

野
（
市
立
）
に
１
‐
２
で
敗
れ
た
が
、
ド
ラ
フ
ト
１
位
で
巨
人
に
入
団
す
る
。
原
辰
徳
は
東
海
大
を
経
て
、
80

年
の
ド
ラ
フ
ト
で
巨
人
に
１
位
指
名
さ
れ
た
。
入
団
１
年
目
の
81
年
、
巨
人
の
三
塁
手
に
は
中
畑
清
が
い
た

た
め
、
原
辰
徳
は
二
塁
手
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
そ
の
影
響
に
よ
り
二
塁
手
で
出
場
し
て
い
た
篠
塚
は
、
出
場

機
会
が
減
っ
た
が
、
５
月
に
中
畑
が
負
傷
し
た
こ
と
で
、
原
辰
徳
が
三
塁
に
入
り
、
二
塁
手
の
篠
塚
、
復
帰

し
て
一
塁
手
に
な
っ
た
中
畑
ら
と
巨
人
の
一
時
代
を
築
く
こ
と
に
な
る
。

２
年
連
続
で
公
立
校
に
敗
れ
て
終
わ
っ
た
原
辰
徳
の
夏

金
属
バ
ッ
ト
の
威
力
を
、
本
当
の
意
味
で
実
感
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
75
年
の
第
47
回
の
セ
ン
バ
ツ

大
会
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
は
、「
春
は
投
手
力
」
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
開
幕
戦
で
優
勝
候
補
の
倉
敷
工
（
県

立
）
と
中
京
（
現
中
京
大
中
京
）
が
対
戦
し
、
16
‐
15
、
本
塁
打
が
３
本
も
飛
び
出
す
超
乱
打
戦
で
倉
敷
工
が

勝
ち
、
固
定
観
念
は
覆
っ
た
。

東
海
大
相
模
の
原
は
、
こ
の
大
会
で
最
も
注
目
さ
れ
た
選
手
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
目
立
っ
た
活
躍
は

し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
当
時
の
東
海
大
相
模
の
パ
ワ
ー
は
別
格
だ
っ
た
。
２
回
戦
の
倉
敷
工
、
準
々
決

勝
の
豊と

見み

城し
ろ

（
県
立
）
戦
は
苦
戦
し
た
も
の
の
、
決
勝
戦
に
進
出
し
た
。
高
知
と
の
決
勝
戦
で
１
回
裏
、
原
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は
左
中
間
ス
タ
ン
ド
に
飛
び
込
む
本
塁
打
を
放
っ
た
。
当
時
の
高
校
野
球
で
は
見
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
特

大
の
一
発
で
、
原
の
評
価
は
一
気
に
高
ま
っ
た
。
た
だ
し
チ
ー
ム
は
延
長
13
回
の
激
闘
の
末
５
‐
10
で
敗
れ
、

優
勝
は
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
年
の
第
57
回
の
夏
の
甲
子
園
大
会
で
は
、
原
は
２
年
生
な
が
ら
女
性
フ
ァ
ン
に
人
気
の
ア
イ
ド
ル
で

あ
り
、
最
強
の
打
者
と
し
て
、
注
目
を
一
身
に
集
め
た
。
準
々
決
勝
に
進
出
し
た
東
海
大
相
模
の
前
に
立
ち

は
だ
か
っ
た
の
は
、
上
尾
（
県
立
）
で
あ
っ
た
。
上
尾
の
野
本
喜
一
郎
監
督
は
、
プ
ロ
野
球
の
西
鉄
（
現
西

武
）
に
も
在
籍
し
、
東
洋
大
の
監
督
も
務
め
た
ベ
テ
ラ
ン
の
指
導
者
だ
っ
た
。
夏
は
前
年
の
第
56
回
大
会
に

西
関
東
（
埼
玉
と
山
梨
）
代
表
と
し
て
初
出
場
を
果
た
し
、
大
会
出
場
校
が
34
校
か
ら
38
校
に
増
加
し
た
こ
と

に
と
も
な
い
、
単
独
枠
に
な
っ
た
埼
玉
代
表
と
し
て
２
年
連
続
出
場
を
果
た
し
て
い
た
。

東
海
大
相
模
は
原
の
三
塁
打
、
二
塁
打
を
含
め
４
打
数
４
安
打
の
活
躍
も
あ
り
、
７
回
が
終
わ
っ
た
段
階

で
、
４
‐
２
と
リ
ー
ド
し
た
。
し
か
し
上
尾
は
８
回
表
の
猛
攻
で
３
点
を
挙
げ
て
逆
転
す
る
。
そ
の
裏
、
二

死
一
塁
の
場
面
で
原
に
打
席
が
回
る
。
上
尾
の
今
太
投
手
は
カ
ー
ブ
な
ど
変
化
球
主
体
で
球
威
は
そ
れ
ほ
ど

な
い
が
、
気
持
ち
の
入
っ
た
投
球
を
す
る
。
そ
し
て
原
は
捕
邪
飛
に
終
わ
り
、
２
年
生
の
夏
の
戦
い
は
、
終

わ
っ
た
。
そ
の
夏
の
決
勝
戦
は
、
習
志
野
が
初
出
場
で
あ
る
愛
媛
の
新
居
浜
商
（
県
立
）
を
５
‐
４
、
９
回

サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
で
破
り
、
８
年
ぶ
り
２
度
目
の
優
勝
を
し
た
。

こ
の
年
の
秋
季
神
奈
川
県
大
会
の
準
々
決
勝
で
東
海
大
相
模
は
横
浜
に
敗
れ
、
翌
年
の
セ
ン
バ
ツ
出
場
は
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な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
年
の
セ
ン
バ
ツ
は
、
広
島
の
崇
徳
が
栃
木
の
小
山
（
県
立
）
を
５
‐
０
で
破
り
、
初

優
勝
し
て
い
る
。

高
校
最
後
の
夏
、
原
は
甲
子
園
に
戻
っ
て
き
た
。
第
58
回
大
会
の
開
幕
戦
に
登
場
し
、
東
海
大
相
模
は
４

番
打
者
で
、
原
と
と
も
に
強
打
者
と
し
て
評
判
で
あ
っ
た
津
末
英
明
が
２
本
の
本
塁
打
を
放
ち
、
釧
路
江
南

（
道
立
）
に
５
‐
０
で
勝
利
し
た
。
そ
し
て
２
回
戦
は
栃
木
の
小
山
と
対
戦
し
た
。

小
山
は
そ
の
年
の
セ
ン
バ
ツ
の
準
優
勝
校
だ
が
、
立
役
者
の
１
人
で
あ
る
エ
ー
ス
の
初
見
幸
洋
は
故
障
明

け
で
本
調
子
で
は
な
か
っ
た
。
背
番
号
８
で
主
将
の
黒
田
光
弘
は
、
セ
ン
バ
ツ
で
も
投
げ
て
は
い
た
が
、
背

番
号
通
り
、
本
来
は
外
野
手
。
け
れ
ど
も
東
海
大
相
模
戦
に
先
発
す
る
と
、
ス
ロ
ー
ボ
ー
ル
を
交
え
る
緩
急

自
在
の
投
球
で
強
力
打
線
を
手
玉
に
取
り
、
打
た
れ
た
安
打
は
わ
ず
か
に
３
本
で
完
封
。
後
に
東
海
大
相
模

や
東
海
大
甲
府
の
監
督
と
し
て
名
を
は
せ
る
エ
ー
ス
の
村
中
秀
人
の
ワ
イ
ル
ド
ピ
ッ
チ
が
決
勝
点
に
な
り
、

０
‐
１
で
東
海
大
相
模
は
敗
れ
、
原
の
夏
は
終
わ
っ
た
。

原
が
甲
子
園
で
活
躍
し
た
３
年
間
、
優
勝
は
銚
子
商
、
習
志
野
、
桜
美
林
と
い
ず
れ
も
関
東
勢
で
、
神
奈

川
の
東
海
大
相
模
は
、
原
が
１
年
生
の
夏
は
鹿
児
島
実
に
敗
れ
た
が
、
２
年
生
の
夏
は
埼
玉
の
上
尾
、
３
年

生
の
夏
は
栃
木
の
小
山
に
敗
れ
た
。
公
立
、
私
立
を
問
わ
ず
、
こ
の
時
代
の
高
校
野
球
の
主
役
は
、
関
東
勢

で
あ
っ
た
。
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部
員
14
人
の
う
ち
７
人
が
県
外
出
身
者
だ
っ
た
島
根
の
江
の
川

75
年
の
第
57
回
の
夏
の
甲
子
園
大
会
は
、
出
場
校
が
前
回
よ
り
４
校
増
え
て
、
38
校
に
な
っ
た
。
そ
の
う

ち
、
初
出
場
は
12
校
だ
っ
た
。
準
優
勝
の
新
居
浜
商
や
栃
木
の
足
利
学
園
（
現
白
鷗
大
足
利
）
が
初
出
場
を
果

た
し
て
い
る
が
、
初
出
場
校
で
変
わ
り
種
と
し
て
注
目
さ
れ
た
の
が
、
山
陰
代
表
、
島
根
の
江ご

う

の
川か

わ

（
現
石

見
智
翠
館
）
だ
っ
た
。
当
時
の
甲
子
園
大
会
の
ベ
ン
チ
入
り
は
14
人
だ
っ
た
が
、
江
の
川
の
部
員
は
14
人
。
し

か
も
そ
の
う
ち
半
分
の
７
人
が
県
外
の
出
身
者
だ
っ
た
。
こ
の
学
校
は
、
も
と
は
女
子
校
だ
っ
た
が
、
63
年

に
男
女
共
学
に
な
り
、
66
年
に
野
球
部
を
創
部
、
野
球
部
の
強
化
に
取
り
組
ん
だ
。
野
球
部
創
部
当
時
の
理

事
長
が
、
兵
庫
の
強
豪
・
三
田
学
園
の
野
球
部
関
係
者
と
知
り
合
い
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
両
校
は
姉
妹
校
に

な
り
、
三
田
学
園
の
人
脈
を
通
じ
て
京
阪
神
の
中
学
生
を
ス
カ
ウ
ト
し
た
。

三
田
学
園
は
セ
ン
バ
ツ
に
４
回
出
場
し
て
い
る
強
豪
校
。
近
鉄
な
ど
で
活
躍
し
た
伊
勢
孝
夫
、
巨
人
で
プ

レ
ー
し
た
山
本
功
児
、
淡
口
憲
治
な
ど
多
く
の
プ
ロ
野
球
選
手
を
輩
出
し
て
い
る
。
そ
の
三
田
学
園
の
協
力

を
得
て
、
京
阪
神
か
ら
人
材
を
集
め
た
。
当
時
大
阪
の
Ｐ
Ｌ
学
園
の
よ
う
に
、
全
国
か
ら
生
徒
を
集
め
て
い

る
学
校
も
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
学
校
は
ま
だ
少
な
か
っ
た
。
や
が
て
少
年
野
球
が
盛
ん
な
関
西
の
少
年
が

全
国
各
地
の
高
校
に
進
学
し
て
、
そ
の
地
域
の
高
校
野
球
の
勢
力
図
を
変
え
る
よ
う
に
な
る
。
江
の
川
は
、

そ
の
先
駆
け
と
も
い
え
る
。

こ
の
大
会
で
江
の
川
は
、
初
戦
（
２
回
戦
）
で
福
滋
代
表
で
あ
る
福
井
の
三
国
（
県
立
）
に
０
‐
６
で
敗
れ
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る
。
３
年
生
が
抜
け
る
と
２
年
生
以
下
の
部
員
は
５
人
と
な
り
、
部
の
存
続
も
危
ぶ
ま
れ
た
。
け
れ
ど
も
、

そ
の
後
も
島
根
県
を
代
表
す
る
強
豪
校
と
な
る
。
88
年
の
夏
は
横
浜
（
現
横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
）、
中
日
の
捕
手
と

し
て
活
躍
し
た
谷
繁
元
信
を
擁
し
準
々
決
勝
に
進
出
。
２
０
０
３
年
の
夏
は
準
決
勝
に
進
出
し
た
が
、
ベ
ン

チ
入
り
の
メ
ン
バ
ー
全
員
が
大
阪
府
な
ど
、
島
根
県
外
の
出
身
で
あ
っ
た
。

桜
美
林
の
全
国
制
覇
と
多
摩
地
域
の
野
球
熱

76
年
夏
の
第
58
回
の
甲
子
園
大
会
は
41
校
が
出
場
し
、
西
東
京
代
表
の
町
田
市
の
桜
美
林
が
初
出
場
で
優

勝
し
た
。
東
京
勢
が
夏
の
大
会
で
全
国
制
覇
を
果
た
す
の
は
、
第
２
回
大
会
の
慶
応
普
通
部
以
来
60
年
ぶ
り

の
快
挙
に
な
る
。
慶
応
普
通
部
は
戦
後
、
慶
応
高
校
と
し
て
神
奈
川
県
を
拠
点
と
し
た
た
め
、
東
京
は
夏
の

甲
子
園
大
会
の
優
勝
校
が
不
在
の
状
況
で
あ
っ
た
。
桜
美
林
の
優
勝
に
よ
り
、
東
京
に
も
優
勝
校
が
再
度
誕

生
し
た
こ
と
に
な
る
。

東
京
の
野
球
は
、
墨
田
区
に
あ
る
日
大
一
が
68
年
夏
の
第
50
回
大
会
か
ら
71
年
夏
の
第
53
回
大
会
ま
で
４

年
連
続
で
甲
子
園
大
会
出
場
を
果
た
し
、
72
年
夏
の
第
54
回
大
会
に
世
田
谷
区
の
日
大
桜
丘
を
挟
ん
で
、
第

55
回
大
会
は
日
大
一
が
出
場
。
当
時
は
新
宿
区
に
あ
っ
た
早
稲
田
実
に
し
て
も
、
王
貞
治
が
墨
田
区
出
身
で

あ
る
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
人
材
は
東
部
の
下
町
が
中
心
に
な
っ
て
い
た
。
第
56
回
大
会
か
ら
東
西
２

代
表
に
な
っ
た
が
、
第
56
回
大
会
の
西
東
京
代
表
は
杉
並
区
の
佼
成
学
園
で
、
第
57
回
大
会
は
中
野
区
の
堀
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越
と
い
っ
た
よ
う
に
、
区
部
の
チ
ー
ム
が
甲
子
園
に
行
っ
て
い
た
。
桜
美
林
以
前
に
東
京
西
部
・
多
摩
地
域

の
市
町
村
で
夏
の
甲
子
園
大
会
に
出
場
し
た
の
は
、
61
年
夏
の
第
43
回
大
会
に
出
場
し
た
法
政
一
（
現
法
政

大
高
）
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
法
政
一
に
し
て
も
、
当
時
は
武
蔵
野
市
の
吉
祥
寺
に
校
舎
が
あ
っ
た
。
吉
祥
寺

は
生
活
者
の
感
覚
と
し
て
は
杉
並
区
、
練
馬
区
に
近
く
、
市
部
と
い
う
感
じ
は
あ
ま
り
な
い
。
そ
の
意
味
で

桜
美
林
は
多
摩
地
域
か
ら
実
質
的
に
初
め
て
甲
子
園
大
会
に
出
場
し
た
こ
と
に
な
る
。
第
58
回
大
会
の
「
週

刊
朝
日
・
増
刊
」
の
甲
子
園
大
会
号
は
桜
美
林
に
つ
い
て
、「
東
京
の
ロ
ー
カ
ル
チ
ー
ム
」
と
紹
介
し
て
い
る
。

高
度
成
長
期
に
東
京
は
、
多
く
の
人
が
流
入
し
て
き
た
。
そ
う
し
た
人
た
ち
の
多
く
に
と
っ
て
、「
地
元
の

高
校
野
球
」
と
い
う
の
は
、
出
身
地
の
高
校
野
球
で
あ
り
、
東
京
で
は
な
か
っ
た
。
60
年
代
後
半
か
ら
70
年

代
に
か
け
て
、
多
摩
地
域
の
丘
陵
地
帯
に
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
大
規
模
団
地
が
造
成
さ
れ

る
。
こ
う
し
た
団
地
に
は
野
球
が
で
き
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
広
場
を
有
す
る
と
こ
ろ
も
多
く
、
少
年
野
球
が
盛

ん
に
行
わ
れ
た
。
こ
う
し
た
団
地
の
野
球
少
年
た
ち
に
と
っ
て
、
優
勝
し
た
桜
美
林
は
身
近
な
ヒ
ー
ロ
ー
で

あ
り
、
桜
美
林
の
優
勝
は
東
京
の
高
校
野
球
が
盛
り
上
が
る
契
機
に
な
っ
た
。

桜
美
林
が
優
勝
し
た
76
年
に
日
大
三
が
赤
坂
か
ら
町
田
市
に
移
転
し
た
。
そ
れ
ま
で
日
大
三
の
野
球
部
員

は
授
業
が
終
わ
る
と
赤
坂
見
附
駅
に
ダ
ッ
シ
ュ
し
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
あ
る
調
布
市
柴
崎
に
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
町
田
市
移
転
に
伴
い
、
校
舎
の
あ
る
学
校
の
敷
地
内
に
専
用
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
室
内
練
習
場
、

合
宿
所
が
揃
い
、
練
習
環
境
は
格
段
に
整
備
さ
れ
た
。
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70
年
代
か
ら
80
年
代
に
か
け
て
、
多
摩
地
域
に
は
新
た
な
学
校
が
次
々
に
生
ま
れ
、
学
業
や
ス
ポ
ー
ツ
で

結
果
を
残
す
よ
う
に
な
る
。
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
の
就
学
期
に
加
え
、
大
規
模
団
地
の
子
供
の
受
け
皿
が
必
要
で

あ
っ
た
。
加
え
て
、
広
い
土
地
を
求
め
て
、
中
央
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
や
、
企
業
の
研
究
所
が
多
摩

地
域
に
移
転
す
る
よ
う
に
な
る
。
大
学
の
教
職
員
な
ど
、
子
供
の
教
育
に
熱
心
な
層
の
増
加
に
よ
り
、
多
摩

地
域
の
高
校
の
偏
差
値
は
上
昇
す
る
。
こ
の
地
域
の
学
校
は
、
都
心
の
学
校
に
比
べ
練
習
環
境
も
恵
ま
れ
て

い
る
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
で
も
台
頭
し
て
く
る
。

83
年
に
創
立
し
た
東
京
菅
生
（
現
東
海
大
菅
生
）
は
、
87
年
に
は
西
東
京
大
会
で
準
優
勝
し
て
い
る
。
学
校

創
立
が
68
年
で
、
72
年
に
野
球
部
が
創
部
し
た
小
平
市
の
創
価
は
、
83
年
の
夏
に
甲
子
園
大
会
初
出
場
を
果

た
し
た
。
こ
う
し
た
新
し
い
学
校
の
台
頭
に
加
え
、
従
来
か
ら
あ
る
学
校
の
活
動
も
活
発
に
な
り
、
多
摩
地

域
の
野
球
熱
は
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
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逆
転
の
Ｐ
Ｌ

74
年
夏
の
第
56
回
大
会
か
ら
76
年
夏
の
第
58
回
大
会
ま
で
、
銚
子
商
（
県
立
）、
習
志
野
（
市
立
）、
桜
美
林

と
関
東
勢
の
優
勝
が
続
い
た
が
、
77
年
の
第
59
回
大
会
は
、
決
勝
戦
で
安
井
浩
二
の
サ
ヨ
ナ
ラ
本
塁
打
に
よ

り
東
洋
大
姫
路
が
愛
知
の
東
邦
を
破
り
初
優
勝
を
決
め
た
。
決
勝
戦
の
サ
ヨ
ナ
ラ
本
塁
打
は
大
会
史
上
初
の

出
来
事
だ
っ
た
。
こ
の
大
会
、
東
邦
の
１
年
生
の
エ
ー
ス
・
坂
本
佳
一
が
人
気
を
集
め
た
が
、
東
洋
大
姫
路

の
安
井
の
一
発
に
沈
ん
だ
。

そ
し
て
78
年
の
第
60
回
大
会
か
ら
北
海
道
と
東
京
は
２
代
表
で
、
各
府
県
１
代
表
の
49
代
表
の
時
代
が
始

ま
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
ベ
ン
チ
入
り
で
き
る
選
手
の
数
が
従
来
の
14
人
か
ら
15
人
に
１
人
増
え
た
。

第
60
回
大
会
を
制
し
た
の
は
、
大
阪
の
Ｐ
Ｌ
学
園
だ
っ
た
。
Ｐ
Ｌ
学
園
は
、
70
年
の
第
52
回
大
会
、
76
年

の
第
58
回
大
会
で
準
優
勝
し
、
既
に
全
国
に
知
れ
渡
っ
た
強
豪
で
あ
っ
た
が
、
全
国
制
覇
は
春
夏
を
通
じ
て

初
め
て
だ
っ
た
。
し
か
も
そ
の
勝
ち
方
が
、
劇
的
だ
っ
た
。

準
々
決
勝
は
県
岐
阜
商
の
下
手
投
げ
の
好
投
手
・
野
村
隆
司
に
５
安
打
に
抑
え
ら
れ
た
が
、
後
に
広
島
の

外
野
手
と
し
て
活
躍
す
る
エ
ー
ス
・
西
田
真
次
（
後
に
真
二
）
の
好
投
に
よ
り
１
‐
０
で
勝
ち
、
準
決
勝
に
進

ん
だ
。
準
決
勝
の
相
手
は
中
京
（
現
中
京
大
中
京
）。
試
合
は
９
回
表
ま
で
は
４
‐
０
で
中
京
が
リ
ー
ド
し
て

い
た
が
、
９
回
裏
Ｐ
Ｌ
学
園
は
、
４
番
打
者
で
も
あ
る
西
田
の
三
塁
打
を
き
っ
か
け
に
猛
攻
が
始
ま
り
、
４

点
を
入
れ
て
同
点
に
追
い
つ
い
た
。
そ
し
て
延
長
12
回
、
押
し
出
し
で
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
し
た
。
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決
勝
戦
は
、
高
知
商
（
市
立
）
の
２
年
生
エ
ー
ス
・
森
浩
二
に
８
回
ま
で
わ
ず
か
３
安
打
に
抑
え
ら
れ
、
９

回
表
ま
で
２
‐
０
で
高
知
商
が
リ
ー
ド
し
て
い
た
。
９
回
裏
一
死
二
、
三
塁
か
ら
後
に
阪
神
の
捕
手
と
し
て

活
躍
す
る
木
戸
克
彦
の
中
犠
飛
で
１
点
差
に
迫
る
も
二
死
。
し
か
し
４
番
・
西
田
が
二
塁
打
を
放
っ
て
同
点

に
追
い
つ
く
。
最
後
は
５
番
・
柳
川
明
弘
の
二
塁
打
で
西
田
が
還
り
、
Ｐ
Ｌ
学
園
が
土
壇
場
で
逆
転
勝
ち
し

た
。
準
決
勝
、
決
勝
の
劇
的
な
勝
利
か
ら
、「
逆
転
の
Ｐ
Ｌ
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

監
督
は
鶴
岡
泰
（
後
に
山
本
泰
）。
監
督
と
し
て
日
本
プ
ロ
野
球
史
上
最
多
の
１
７
７
３
勝
を
挙
げ
、
南
海

（
現
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
）
の
黄
金
時
代
を
築
い
た
鶴
岡
一
人
の
息
子
で
あ
る
。
練
習
は
１
日
６
時
間
。
少
し
で
も

ミ
ス
を
す
る
と
ウ
サ
ギ
飛
び
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
一
周
を
課
す
と
い
う
、
厳
し
い
も
の
だ
っ
た
。

Ｐ
Ｌ
学
園
は
、
Ｐ
Ｌ
教
団
の
御
木
徳
近
教
祖
が
、「
人
生
は
芸
術
で
あ
る
」、「
球
道
即
人
道
」
と
説
き
、
力

を
入
れ
て
い
た
。
専
用
球
場
に
合
宿
所
と
い
っ
た
施
設
が
充
実
し
、
全
国
か
ら
人
材
が
集
ま
っ
て
い
た
。
ま

た
華
や
か
な
人
文
字
応
援
も
甲
子
園
の
名
物
に
な
っ
て
い
た
。
黄
金
期
は
も
う
少
し
先
に
な
る
が
、
人
気
、

実
力
と
も
こ
の
時
代
の
高
校
野
球
を
代
表
す
る
チ
ー
ム
で
あ
っ
た
。

未
勝
利
県
・
滋
賀
の
躍
進

全
国
大
会
で
あ
れ
、
国
際
大
会
で
あ
れ
、
出
場
チ
ー
ム
が
増
え
れ
ば
、
出
場
チ
ー
ム
間
の
力
の
差
が
広
が

り
、
大
会
の
質
が
低
下
す
る
懸
念
が
生
じ
る
。
78
年
の
第
60
回
大
会
の
段
階
で
、
夏
の
甲
子
園
大
会
で
一
度
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も
勝
っ
た
こ
と
が
な
い
、
唯
一
の
都
道
府
県
が
滋
賀
で
あ
っ
た
。

72
年
の
第
54
回
大
会
ま
で
は
京
都
と
京
滋
大
会
を
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
京
都
に
は
平
安
（
現

龍
谷
大
平
安
）
と
い
う
全
国
レ
ベ
ル
の
強
豪
が
お
り
、
滋
賀
県
勢
の
前
に
立
ち
は
だ
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
71
年

夏
の
第
53
回
大
会
は
比
叡
山
、
翌
第
54
回
大
会
は
膳ぜ

所ぜ

（
県
立
）
が
京
滋
大
会
を
勝
ち
抜
き
、
甲
子
園
大
会

に
駒
を
進
め
て
い
た
。
し
か
し
各
都
道
府
県
か
ら
代
表
校
が
出
場
で
き
る
第
55
回
大
会
を
挟
み
、
第
56
回
大

会
か
ら
第
59
回
大
会
ま
で
は
、
京
都
が
単
独
の
出
場
枠
を
得
た
代
わ
り
に
、
滋
賀
県
勢
は
福
井
県
勢
と
福
滋

大
会
を
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
福
滋
大
会
で
滋
賀
県
勢
は
４
年
間
、
一
度
も
勝
つ
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。

78
年
夏
の
第
60
回
大
会
か
ら
は
滋
賀
県
勢
も
毎
年
出
場
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
の
年
の
セ
ン
バ
ツ

大
会
で
比
叡
山
が
前
橋
（
県
立
）
の
松
本
稔
投
手
に
春
夏
の
甲
子
園
大
会
を
通
じ
て
史
上
初
の
完
全
試
合
を

達
成
さ
せ
ら
れ
た
。
夏
の
大
会
で
は
膳
所
が
、
同
じ
群
馬
の
桐
生
（
県
立
）
と
対
戦
。
０
‐
18
と
い
う
大
惨

敗
を
喫
し
、「
湖
国
の
春
は
遠
い
」
と
言
わ
れ
た
。

し
か
し
翌
年
夏
の
第
61
回
の
甲
子
園
大
会
で
は
、
比
叡
山
が
釧
路
工
（
道
立
）
を
12
‐
４
で
破
り
、
滋
賀

県
勢
悲
願
の
夏
の
甲
子
園
大
会
初
勝
利
を
挙
げ
る
と
、
２
回
戦
で
三
重
の
相お

う

可か

（
県
立
）、
３
回
戦
で
前
橋
工

（
県
立
）
を
破
り
、
準
々
決
勝
に
進
出
し
た
。
準
々
決
勝
で
は
「
ド
カ
ベ
ン
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
た
強
打

者
・
香
川
伸
行
を
擁
す
る
浪
商
（
現
大
体
大
浪
商
）
に
０
‐
10
で
敗
れ
た
も
の
の
、
滋
賀
県
勢
の
存
在
感
を
示
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し
た
。
こ
の
時
の
比
叡
山
の
中
心
選
手
は
捕
手
で
主
将
の
大
伴
嘉
彦
、
二
塁
手
の
堀
雅
人
ら
前
年
の
セ
ン
バ

ツ
で
完
全
試
合
の
屈
辱
を
味
わ
っ
た
選
手
で
あ
り
、
そ
の
悔
し
さ
が
、
翌
年
の
快
進
撃
の
原
動
力
に
な
っ
た
。

続
く
第
62
回
大
会
で
は
瀬
田
工
（
県
立
）
が
準
決
勝
に
進
出
。
未
勝
利
県
だ
っ
た
過
去
の
汚
名
を
完
全
に

払
拭
し
た
。
各
都
道
府
県
か
ら
漏
れ
な
く
代
表
校
を
甲
子
園
大
会
に
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
全

国
的
な
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
進
ん
だ
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
け
れ
ど
も
49
代
表
時
代
は
、
ま
た
別
の
問
題
を
生

み
出
し
て
い
た
。

主
力
選
手
の
大
半
が
県
外
出
身
の
チ
ー
ム
の
衝
撃

78
年
の
第
60
回
大
会
の
時
点
で
、
大
阪
大
会
の
参
加
校
は
１
３
８
校
、
兵
庫
大
会
は
１
３
５
校
な
の
に
対

し
、
鳥
取
大
会
は
18
校
、
高
知
大
会
は
21
校
と
、
地
方
大
会
の
参
加
校
数
に
明
ら
か
な
差
が
生
じ
て
い
た
。

大
阪
や
兵
庫
は
参
加
校
数
が
多
い
う
え
に
、
強
豪
校
が
多
く
レ
ベ
ル
が
高
い
。
少
年
野
球
が
盛
ん
な
大
阪
や

兵
庫
の
中
学
生
が
、
他
の
地
方
の
高
校
を
目
指
す
と
い
う
の
も
、
自
然
な
流
れ
で
は
あ
っ
た
。
そ
し
て
80
年

夏
の
第
62
回
の
甲
子
園
大
会
で
は
、
開
校
３
年
目
で
甲
子
園
出
場
を
決
め
た
茨
城
代
表
の
江
戸
川
学
園
と
鳥

取
代
表
の
倉
吉
北
の
メ
ン
バ
ー
の
多
く
が
県
外
出
身
で
あ
り
、「
外
人
部
隊
」
と
し
て
問
題
に
も
な
っ
た
。

そ
の
前
年
に
地
方
大
会
号
と
し
て
発
行
さ
れ
た
「
週
刊
朝
日
・
臨
時
増
刊
」
に
は
、「
激
論
を
呼
び
つ
つ
も

拡
大
さ
れ
る
〝
野
球
留
学
〞」
と
い
う
見
出
し
で
、
倉
吉
北
の
事
例
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。
記
事
に
よ
れ
ば
、
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君は、

何と闘うか？

マーカー部分をクリックして、「ジセダイ」
をチェック!!!

「ジセダイ」は、20代以下の若者に向けた、
行動機会提案サイトです。読む→考える→行
動する。このサイクルを、困難な時代にあっ
ても前向きに自分の人生を切り開いていこう
とする次世代の人間に向けて提供し続けます。

ジセダイイベント

ジ セ ダ イ 総 研

星海社新書試し読み

メ イ ン コ ン テ ン ツ
著者に会える、同世代と話せるイベントを毎月

開催中！　行動機会提案サイトの真骨頂です！

若手専門家による、事実に基いた、論点の明確な読み物を。

「議論の始点」を供給するシンクタンク設立！

既刊・新刊を含む、
すべての星海社新書が試し読み可能！

https://ji-sedai.jp

https://ji-sedai.jp/event/info/
https://ji-sedai.jp/series/research/
https://ji-sedai.jp/book/publication/
https://ji-sedai.jp



